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The purpose of this research is to examine the association between the mother’s knowledge of the Sudden 
Infant Death Syndrome (SIDS) and attributes. The Knowledge of mothers who have one-month old infants 
were investigated. The contents of questionnaire are (1) knowledge of the disease, (2) attributes (age, 
education, employment, qualification of medical or welfare systems, family structure, first childbirth or not). 
1253 questionnaires were distributed, 455 were responded (response rate was 36.3%).  All of responded 
were analyzed. Results were as follows. No relevance was found between the Mothers knowledge about SIDS, 
age, employment and first childbirth or not. There was a relevance between Mother’s education level. Mothers 
who had graduated university or college had higher knowledge. The mothers living in the extended family had 
higher knowledge level about the name of disease than mothers living in nuclear family. However, difference 
was not seen about the knowledge of the risk factor. For mothers the most reliable adviser for child raring are 




 本邦において乳幼児突然死症候群(Sudden Infant 
Death Syndrome: 以下、SIDS と略す)に関する研究
が本格的に開始されたのは、1981 年に厚生省(現・
厚生労働省)が乳幼児死亡の防止に関する研究班を
組織してからである(1)。1998 年、厚生省は SIDS 発
生の育児環境因子を明らかにするため、1996 年 1 月













から 11 年が経過した現在においても、SIDS は未だ
原因が同定されていない疾患である。 
 厚生省は 1997 年に「うつぶせ寝」「喫煙」「非母乳
哺育」の 3 因子を取り上げ、広くキャンペーンを開
始した。1999 年からは毎年 11 月を「対策強化月間」
としてキャンペーンの拡充を図っている。その結果、
全国のSIDS死亡例は1997年時点で出生10万対41.6
であったものが、2007 年には同 13.5 となり、10 年
間で 3分の 1にまで減少した。しかし、その後 SIDS
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25～29 歳は 119 名(26.2%)、30～34 歳は 162 名
(35.6%)、35～39 歳は 115 名(25.3%)、40 歳以上は
23 名(5.1%)であった。なお先行研究との比較のた
め、先行研究と同様の 30 歳未満と 30 歳以上の 2群
に分けると、30 歳未満は 155 名(34.1%)、30 歳以上




等)は 324 名(71.2%)、無回答 1 名(0.2%)であった。 
(3)就労の有無 




 資格ありは 125 名(27.5%)、資格なしは 300 名














































































































60 名(13.2%)であった。なお、これら 3 因子を 3 つ
とも回答した者は 53 名(11.6%)、3 つのうち 2つを 
回答した者は 171 名(37.6%)、1 つを回答した者は
120 名(26.4%)で、1 つも回答しなかった者は 111 名
(24.4%)であった。 
4)対象者の属性と SIDS に関する知識との関連性 
(1)年齢 













































P=.502 P=.390 P=.848 P=.648 P=.704 
学歴 
(高卒等／大卒等) 
P<.001 P<.001 P=.003 P=.802 P=.001 
就労の有無 
 (就労あり／就労無し) 
P=.747 P=.398 P=.409 P=.501 P=.529 
医療・福祉系資格の有無 
 (資格あり／資格なし) 
P<.001 P=.003 P=.004 P=.225 P=.001 
初産・経産別 
 (初産婦／経産婦) 
P=.167 P=.536 P=.118 P=.917 P=.158 
家族構成 
 (核家族／拡大家族) 
P=.032 P=.204 P=.827 P=.669 P=.715 
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4.考察 
1)年齢 










歳未満は 56.5％、30 歳以上は 30.9％と有意な差
が見られていた(p<.01)。自分の両親、即ち児の祖
父母世代は、母親の最も身近な相談役が期待でき
































































































































































(7)総務省,“平成 27 年度情報通信白書”, 
http://www.soumu.go.jp/johotsusintokei/whi
tepaper/ja/h27/html/nc372110.html,(2016.6.
14 閲覧) 
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